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地震時の人的被害内訳に関するやや詳細な検討
大阪市立大学生活科学部紀要
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それ以後
恒倹 ・宮野道雄
Study on the Causes of Human Casualties Due to Recent Earthquakes 
が発生した場合には火災によるものであった。
の地震における死亡者と負傷者の数は表 1で示している
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ようにその前よりかなり小さ くなったのは事実である。
これは1950年に施行された建築基準法により建築物の耐
震性の向上，また防災行政措置効果などによってもたら
日本の地震史における地震災害を見ると，1948年に起っ
た福井地震を境として被害の様態と規模が，それ以前と
以後では大きく変わったと感じられる。人的被害で言え
、
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" 
戦後の日
地震
された結果と考えられる。しかし， 一方では，
本の経済と生産技術の目覚ましい発展に伴なって，
福井地震以前に発生した地震による死亡者と負傷者
主として建物の倒壊で下敷き，また大規模延焼火災
ば，
は，
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明治以降で20人を超える死亡者を生じた地震 I)・ 2) 表 1
. 
8・. .・
地震 名 発生年月日 時 刻 M 死亡者 負傷者 全嬢 半 場 焼 失 流失
浜田 1872. 3. 14 16 : 39 7.1 552 571 4762 5429 230 
濃尾 1891. 10. 28 6 : 38 7.9 7273 17175 142177 80184 7551 
東京湾北部 1894. 6. 20 14 : 04 7.0 24 157 22 68 
庄内 1894. 10. 22 17 : 33 6.8 726 987 3858 2397 2148 
陸羽 1896. 8. 31 17 : 06 7.0 209 779 5792 3245 32 
姉川 1909. 8. 14 15 : 30 6.9 41 784 978 2444 
秋田仙北 1914. 3. 15 4 : 59 6.4 94 324 640 575 3 
千々石湾 1922. 12. 8 1 : 50 6.5 26 39 195 661 
関東大 1923. 9. 11 : 58 7.8 142807 103733 128266 126233 147128 868 
北但馬 1925. 5. 23 11 : 10 6.5 428 834 1295 733 2180 
北丹後 1927. 3. 7 18 : 27 7.5 2925 7806 12584 10841 3711 
北伊豆 1930. 11. 26 4 : 03 7.0 272 572 2165 5516 75 
男鹿 1939. 5. 14 : 58 7.0 27 52 479 858 9 
鳥取 1943. 9. 10 17 : 37 7.4 1083 6153 7485 6158 152 
東南海 1944. 12. 7 13 : 35 8.0 998 2135 26130 46950 3059 
二河 1945. 1. 13 3 : 38 7.1 1961 896 5539 11706 
南海 1946. 12. 21 4 : 19 8.1 1432 2632 11591 23487 2598 1451 -. 
福井 1948. 6. 28 16 : 13 7.3 3895 16375 35420 11449 3691 
1952十勝沖 1952. 3. 4 10 : 23 8.1 33 287 815 1324 20 
新潟 1964. 6. 16 13 : 01 7.5 26 447 1960 6640 290 
1968十勝沖 1968. 5. 16 9 : 49 7.9 52 330 673 3004 13 
伊豆半島沖 1974. 5. 9 8 : 33 6.9 29 78 46 125 5 
伊豆大島近海 1978. 1. 14 12 : 24 7.0 25 139 94 539 
宮城県沖 1978. 6. 12 17 : 14 7.4 28 11028 1383 6338 
日本海中部*1 1983. 5. 26 12 : 00 7.7 104(100) 163(74) 934 (10) 215(499) 52(52) 
長野県西部 1984. 4. 14 8 : 48 6.8 29 10 14 73 
北海道南西沖 1993. 7. 12 22 : 17 7.8 234 236 279 108 450*6 
=陸地震津波 1896. 6. 15 20 : 00頃 7.1 27122 9316 8891寧2
=陸地震津波 1933. 3. 3 3 : 00頃 8.3 3008 1152 2346 *3 249 4917*4 
チリ地震津波 1960. 5. 23 24日2: 00頃 8.5 139 872 1571 *3. 2183寧3 1259*5 
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* 1 : ( )内は海波による彼害で内数 *2:流失全半犠数 *3:津波による被害
*4:他に家屋浸水4329 * 5 :他に家屋浸水37195 * 6 :その内振動による倒犠家屋も含んでいる
( 1 ) 
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2.新潟地震
医師会の協力，各地の警察署の資料，またアンケート調
査などによってー死亡者全員の28人と重傷者の一音問2人，
軽傷者の一部108人の人的被災原因が判明した。その内
訳は表3，_表 5に示している。また負傷の具体的内容に
ついては重傷者20人と軽傷者83人が表6と表7で示して
いるように明らかになった。
死亡者の28人の内，振動による倒壊家屋の下敷きで死
亡したのは8人，全死亡者数の28.6%であり，死亡した
10才未満の子供4人の内， 3人が山形県鶴岡市における
幼稚園の倒壊によるものである。その外，斜面と土砂崩
れによる死亡者3人 (10.7%)，石塀 ・ブロック塀の倒
壊による死亡者3人 (10.7%)， ショッ ク ・発作による
死亡者7人 (25%)，溺水による死亡者3人 (10.7%)， 
屋外で転倒物体の下敷きとアンモニア爆発，交通事故，
または噴砂孔に転落による死亡者も各 1人， それぞれ
3.6%を生じた。死亡者の各年齢層から見れば， 60才以
上の高齢者が9人で被災率が高くなっている。また死亡
者の男性13人に対して女性の方が15人でやや多い。
負傷者については，被害原因が判明したのは重傷者32
人と軽傷者108人で，全負傷者数の3分の lにすぎない。
重傷者の32人の内，振動による家屋の倒壊を原因とする
表 2 新潟地震における人的被害数4)
における人的被害のパターンも大きく変わってきた。す
なわち，国の全体的な近代化と都市化，人口集中による
住宅の高層化と密集化に伴い，埋立地や傾斜地などのよ
うな不適当地域を住宅地として開発しまた石油タンク
と大量化学危険物の集積などにより新たな災害ポテンシャ
ルが現われ，災害の形態を進化させてきた。比較的最近
のいくつかの地震で、も，人的被害の要因が複雑多岐になっ
ている傾向が見られる O したがって，現在の地震におけ
る人的被害に対する防災対策をたてるため，まずこのよ
うな多種の被害様相を改めて認識し，さらに， これらの
個々の要因が，年齢，性別など属性の差異により人的被
害に与える影響の程度を解明しなければならなし、。本研
究はこの目的を持って， 比較的最近のいくつかの地震に
おける死亡者と負傷者に対して，その個人属性と被害原
因を明らかにしようと試みたものである。
発震日時 1964年6月16日 13時01分
震源新潟県沖
マグニチュ ー ド M7.5 
この地震における物的被害は新潟，山形，秋田，福島
4県であわせて全壊家屋1960棟，半壊家屋6640棟であ
る)。新潟市は昭和30年に大火を経験したこともあり，
地震が昼食時間帯におきたにもかかわらず，住家からの
出火はなかった。しかし，市内の石油タンク 4箇所から
出火して， 360時間も燃え続け，290戸の住宅を焼失した。
人的被害については，死亡者28人と負傷者469人が発
生した。これらの被害者の内，新潟県の発表5)と新潟市
表3 新潟地震における死亡者(新潟県 ・山形県 ・秋田県)の被害原因の内訳
県 死亡者 重傷者 軽傷者 負傷者 計
新潟 14 40 328 368 3821 
山形 9 65 74 
秋田 5 24 29 
福島 12 12 
計 28 469 497 
， 
要因 倒壊家屋下敷(屋内〉 斜面 ・土砂崩壊 転倒物体の下敷 石塀 ・ブ ショック
津波 その他 計 |
振動 斜面 ・土砂崩嬢 (屋外) 屋内 屋外 ロック塀 発作
iEh3 、
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o - 4 2 2 2 
5 -- 9 2 31 
10 '" 19 1 *3 2 
20 '" 29 1牢l 3 3 
30 '" 39 3 3 
40 --49 1 2 3 
50 --59 1 
60 --69 2 2 5 6 
70 -- 2 1寧2 2 3 
不明 2 2 2 
計 4 4 2 2 2 5 2 1 2 13 15 28 
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* 1:作業中，アンモニア爆発，窒息
*2:交通事故
*3:噴砂孔に転落
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の被害原因の内訳(判明分)山形県〉新潟地震における重傷者(新潟市，表4
要因 倒填家屋下敷(屋内) 斜面 ・土砂崩壊 落下物 転倒物の下敷 転倒 ・
合計
振動 斜面 ・土砂崩場 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 転落
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 三十
o - 4 6 7 2 9 
5 -- 9 2 2 2 2 4 
10 --19 
20 --29 2 3 3 
30 --39 2 3 5 
40 --49 2 3 3 
50 --59 
60 --69 .ー 3 4 4 
70 -- 2 
計 9 4 2 2 5 7 17 15 32 
の被害原因の内訳 (判明分)新潟地震における軽傷者(新潟市、山形県)表5
要因 倒境家屋下敷(屋内) 落下物 転倒物体の下敷 転倒・ 火災 ・ ショック 事4討、ラス 衝突 その他 メじ弘3、 5十
振動 斜面・土砂崩壊 転落 熱湯 -発作屋内 屋外 屋内 屋外
年齢・糊 IJ 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 3十
0--4 2 2 
5 --9 2 2 2 3 5 
10--19 2 6 7 
20 --29 8 8 3 3 2、 2 2寧116 17 33 
30 --39 3 3 2 7 4 1 1 
40 --49 7 6 2 2寧3 1 7 18 
50 --59 3 5 4 4 13 17 
60 --69 2 6 2 3 9 12 
70 -- 2 3 
言十 5 3 2 3 26 32 4 4 6 8 7 3 50 58 108 
新潟地震における軽傷者 (新潟市)の内容 (判明分)表7
*1 :内 1人は交通事故によるものである。
*2:避難時重いもの持ち上げようとして腰部挫傷。
*3:内1人は津波に流され流木に挟まれたものである。
*4:その他の 7人は避難行動中のものである。
新潟地震における重傷者(新潟市・山形劇の内容(判明分)表6
， 
種別 裂創刺創 捻挫挫傷 骨折 打撲 ショック 合計
年齢・糊 IJ 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 五十
0--9 
10--19 3 4 5 
20--29 4 5 2 4 4 7 17 1 28 
30--39 2 2 3 7 2 9 
40--49 3 2 4 3 9 5 14 
50--59 2 2 9 2 12 14 
60--69 7 9 10 
70-- 2 2 3 
' 
言十 8 1 5 7 5 15 30 41 42 83 
一
(3) 
種別 熱傷 骨折 切断 打撲 捻挫挫傷 合計
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
0--9 2 3 
10 --19 
20 --29 2 2 3 
30 --39 2 3 
40 ，._ 49 2 3 3 
50 --59 
60 ，._ 69 3 3 4 
70 -- 2 
言十 7 6 2 2 2 11 9 20 
」
'.・
?
?
?
， 
d 
?
???
?
?
?
?
???
??
-70- 生活環境学
のは13人で，ほとんど10才未満の子供であるが，その内
8人の子供が死亡者3人を生じた鶴岡市の幼稚園の倒壊
によるもので， 30代のおとなの2人もこの幼稚園で負傷
したものであるO 屋外での転倒物体の下敷きによるもの
は4人であった。転倒 ・転落によるのは12人で，全員避
難途中で被害を受けたが，高所からの転落と飛び降りに
よる負傷者7人を含んでいる。 そのほか，土砂(砂丘)
崩壊によるもの2人，屋内での落下物によるもの 1人で
ある。この32人の重傷者を各年齢層から見れば， 10才未
満の子供が一番多かったが，これは幼稚園の倒壊が一番
の原因と見られる。軽傷者の108人の原因については，
最も多いのは避難途中の転倒や転落，ほかの行動中など
で65人に達する。発震時が昼間であるにもかかわらず，
避難中に負傷が多発しのたは，地盤の液状化に伴う堤防
の決壊や噴水，津波，それに，地下水の過剰揚水による
地盤沈下によ って0メートル地帯が存在していたこと，
などが地震水害を発生させ，泥水の中で転倒者が多数出
たことなどが大きな原因となっていたようである。その
ほか，振動による倒壊家屋の下敷きを原因とするもの8
人，その内10才未満の子供4人がいずれも鶴岡市の幼稚
園の倒壊による被害者である。屋内と屋外での落下物に
よるものは5人，屋外での転落物体の下敷きによるもの
は3人，ガラスを踏んで負傷したものは8人，衝突によ
るものは14人，また，火傷とショック，交通事故，重い
物を持ち上げようとして腰部挫傷，津波が各1人である。
軽傷者の各年齢層から見れば，子供と高齢者より中年層
の方が比較的多く発生している。また負傷内容について
は，判明した重傷者の20人の内，骨折が13人で一番多く，
一番多く，そのほか捻挫挫傷16人，骨折12人，裂倉Ij刺創
9人，ショック 1人である。
3. 1968年十勝沖地震
そのほか，捻挫挫傷4人，打撲2人，切断1人となって
いる。軽傷内容が判明した83人の内では，打撲が45人で
発震日時 1968年5月16日 9時49分
震源青森県東方沖
マグニチュ ー ド M7.9 
1968年十勝沖地震における物的被害は全壊家屋673棟，
半壊家屋3004棟，また地震に伴って津波も起り， 127棟
の家屋が流失した。またこの地震で北海道と青森県下の
出火事件が35件もあって， 13棟の家屋を全焼した。
人的被害については，死亡者52人，負傷者330人が出
たム被害は青森県東部を中心に発生したが，死亡者52人
の内で48人，また負傷者の大半が青森県で被害を受けた
ものである。青森県の発表6)と青森県警察本部の資料に
よって， 青森県内で死亡した48人と重傷者の一部である
31人，軽傷者の一部である21人の原因が判明した。その
内訳は表8---表10で示されている。
青森県における48人の死亡者の特徴のひとつに，尻内
から五戸に至る山間部に発生した地すべりと斜面崩壊に
より33名が犠牲になったことが挙げられる。この原因で
死亡したのは全死亡者の68.8%にものぼっている。その
ほか， ブロック塀の倒壊によるもの4人 (8.3%)，溺水
によるもの3人 (6.3%)，ショックによるもの2人(4.2 
%)，火災で焼死したもの2人 (4.2%)，また，倒壊家
屋の下敷きと屋内での落下物，屋内での転倒物体の下敷
き，病院の停電により死亡 した者は各1人で，それぞれ
2.1%である。死亡者の各年齢層から見れば，60才以上
の高齢者が12人で，ほかの年齢層よりやや多い。また男
性死亡者19人に対して女性の方が29人で男性より多い。
， 
表8 1968年十勝沖地震における死亡者〈青森県)の被害原因の内訳6)
要因 倒壊家屋下敷(屋内) 斜面・土砂崩境 落下物 転倒物体の下敷 石垣・ブ 火災 ・ ショック
津波 その他 .gコ 計
振動 斜面・土砂崩場 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 熱湯 -発作
年齢・似リ男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 5十
0--4 2 2 3 3 6 . 
5 --9 
10---19 2 3 2 3 5 
20 --29 4 6 7 
30 --39 2 2 1 1 *1 4 4 8 
40 --49 2 2 5 3 8 
50 --59 2 2 2 
60 '"'J 69 2 3 3 5 8 
70 '"'J 2 3 4 
計 4 10 19 2 2 2 2 2 l 19 29 48 
• 
、?
?
* 1:病院において酸素吸入中停電し不能となり死亡
(4) 
主ぉ
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1968年十勝沖地震における重傷者 (青森県)の被害原因の内訳(判明分)表9
要因 斜面・土砂崩境 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ブ 転倒・ 火災・ ショック ・ ~ 言十
(屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 転落 熱湯 発作
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 言十
o -.， 4 
5.._ 9 
10 -.， 19 2 3 
20 ._ 29 3 2 5 
30 ，. 39 2 4 4 5 9 
40 -.， 49 2 
4‘ 
50 -.， 59 2 3 4 
60 ，. 69 . 2 2 3 
70 ~ 3 3 
5十 3 2 9 7 3 2 1 20 31 
1968年十勝沖地震における軽傷者 (青森県)の被害原因の内訳(判明分)表10
要因 斜面・土砂崩壊 転倒物体の下敷 石塀・ブ
転倒・転落 メ仁当3、 計
屋外 ロック塀(屋外) 屋内
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o .4 
5 ，_ 9 
10 ._ 19 3 12 3 12 15 
20 --29 2 -
30 ._ 39 
40 --49 
50 --59 
60 --69 2 2 
70 -.， 
言十 3 13 2 6 15 21 
ー 一一一一
/ 
， 
‘ 
?
?
?
?
??
??，
? ?
?
?
?
?
? ?
人に対して女性の方が15人で男性よりかなり多し、。
発震日時 1978年 1月14日
震源 伊豆半島東方沖
マグニチュード M7.0 
この地震における物的被害は，伊豆半島中，南部の 3
市9町2村の各市町村で全壊94棟，半壊539棟， 一部破
損3763棟であ った。これらの被害の機相は各地区の地形，
地質等によってそれぞれ異なるが， 全般的に見れば全半
壊は山地，急傾斜地の山・崖崩れや，盛土部分の崩壊に
よるものが多く， 一部破損については震害や地盤沈下等
による家屋の傾斜，屋根瓦や壁のずれおち，ガラス戸の
破損等の被害が多かった7)。
人的被害については， この地震における死亡者が25人，
重傷者22人，軽傷者117人を生じている。静岡県警察本
部の資料によれば，死亡者の25人の原因については明ら
12時24分
伊豆大島近海地震4. 
負傷者については，被害原因が判明したのは青森県の
重傷者31人と軽傷者21人で，全負傷者の約16%にとどまっ
ている。この重傷者の31人の内，避難の際にあわてて転
倒したり，階段など高い所から転落したり して負傷した
のは16人で一番多い。それに次いで，斜面崩壊と，落下
物，転倒物体の下敷き，また鍋とヤカンの転倒によるや
けどによる負傷者がそれぞれ3人，ショックによるもの
2人，ブロック塀の倒壊によるもの 1人である。この31
人の重傷者の各年齢層から見れば，子供と高齢者よりも
30代のものがやや多い。また男性の1人に対して女性の
方が20人で男性より多いと見られる。
軽傷者の21人の内，地すべりと斜面崩壊による被害者
は16人で一番多し、。次いで，屋外での転倒物体の下敷き
によるものは2人で，それぞれ煙突の倒嬢とガラス戸の
倒壊で負傷した。また，避難の際に転倒・転落して負傷
したもの2人，ブロック塀倒壊によるもの 1人である。
この21人の軽傷者はほとんど中年の人であり，男性の6
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要因
年齢・性別
o - 9 
10 --19 
20 --29 
30 --39 
40 --49 
50 --59 
60 --69 
70 --
言十
巴他:地震時の人的被害内訳
表13 宮城県沖地震における死亡者(宮城県・福島県)の被害原因の内訳
要因 倒墳家屋下敷(屋内) 斜面 ・土砂崩嬢 転倒物体の下敷 石塀 ・ ショック・
振動 斜面 ・土砂崩壊 (屋外) 屋内 屋外 ブロック塀 発作
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
o -4 
5 -- 9 4 2 
10 --19 
20 --29 
30 --39 
40 --49 2 
50 --59 2 
60 --69 2 
70 -- 4 
5十 3 3 3 6 9 2 
表14 宮城県沖地震における負傷者(宮城県)の被害原因の内訳 (判明分)
内 訳 屋内外別 年 齢 男Ij 5十原 因別 性別l 屋内 屋外 。--6 7 --15 16--40 41 --60 61--
石塀 ・ブロック塀 男
6 3 6 
女 17 2 4 4 5 2 17 
倒竣家屋の下敷 男
4 6 3 5 10 
女 9 4 3 7 3 13 
落 下 物
男 77 44 24 13 42 32 10 121 
女 124 29 13 15 59 41 25 153 
家 ヲ目『主 倒 れ
男 57 16 8 1 13 9 -57 
女 133 12 8 48 35 30 133 
力、 男 82 5 5 9 55 12 6 87 
フ ス
女 6 10 134 81 27 10 134 
火災 熱湯
男 19 2 4 10 6 21 
• 
女 27 3 6 13 5 27 
転倒 転落 男
55 23 13 7 29 14 15 78 
• 
女 147 53 13 8 70 50 59 200 
そ の f也 男 7 9 3 8 4 16 
女 12 2 12 8 29 17 7 
不 明 男
12 32 3 4 14 20 3 44 
女 91 36 1 5 48 43 20 127 
言十
男 313 127 69 46 173 106 46 440 
女 677 156 57 55 331 229 161 833 
メEh3、 計 990 283 126 101 504 335 207 1273 
表15 宮城県沖地震(仙台市)における重傷者の被害原因 (判明分)
倒犠家屋下敷 (屋内) 落下物 転倒物体の下敷 石塀・プ 転倒・ 火災 ・ 台、ラ ス 衝突
ロック塀 転落 熱湯振動 斜面・土砂崩壊 屋内 屋外 屋内 屋外
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
2 2 2 2 
2 
2 3 3 
2 4 
2 2 2 3 3 
3 1 1 2 3 3 9 2 
4 2 9 
5 3 1 18 
3 6 15 4 6 5 12 7 12 8 39 2 10 2 
(7) 
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A C3 3十
男 女 三十
2 2 
4 2 6 
2 
2 
2 2 
2 2 
3 4 
2 6 8 
1 17 28 
一
合計
23 
23 
274 
190 
221 
48 
278 
45 
171 
1273 
その他 合計
一男 女 男 女 計 |
6 6 12 
3 2 5 
6 7 13 
2 3 12 15 
4 13 17 
4 1 21 32 
2 17 19 
3 27 30 
6 5 38 105 143 
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傷者全体から見れば比較的少なし、。また，石塀 ・ブロッ
ク塀によるものを除けば，負傷の場所は大部分屋内であ
ることは一つの特徴としてあげられ，狭い空間内に多数
の家具が存在することが人的被害につながることを推測
させる。アンケート調査により被害原因が明らかになっ
た重傷者の143人の内には，転倒 ・転落によるものが一
番多く， 47人となっている。落下物によるものがそれに
つづき，31人であり，内21人が屋内の負傷者である。そ
のほか，石塀 ・ブロック塀の倒壊によるものが19人，屋
内の転倒物体によるものが17人である。熱湯による重傷
者の12人は全員屋内でやけどしたもの， しかもほとんど
が主婦であり，このことは地震の発生時刻が夕食を作る
時間帯にはいっているからと恩われる。またその他では
振動による倒壊家屋の下敷き 3人，ガラス 2人，衝突1
人とほかの原因で負傷した1人となっている。負傷者の
年齢区分を見れば，重傷者の場合には， 60才以上の高齢
者の方が多い。また軽傷者も含む負傷者の場合には，死
亡者と重傷者の場合と異なり，子供と高齢者よ りも中年
層の方が比較的多いと見られる。また，男女別について
は，負傷者と重傷者の両方とも男性より女性の方が圧倒
的に多い。
6 .浦河沖地震
発震日時 1982年3月21日 1時32分
震源北海道浦河町沖
マグニチュード M7.1 
この地震における物的被害は全壊13棟，半壊30棟であ
り，人的被害は重傷者21人，軽傷者146人で，幸い死亡
者が出なかった。その被害規模は上述のいくつかの地震
に比べれば比較的小さし 1。重軽傷の被害原因は東京都の
「昭和57年 (1982年)浦河沖地震調査報告書12)Jによっ
て全員判明し，その概要は表16--表19にまとめた。
重傷者21人の内訳としては転倒 ・転落によるものが8
人 (38.1%)で，主要の原因となっているが，その内容
は避難するため窓から飛びおりて負傷した 2人，道路で
転倒した6人である。その他，ヤカン等の熱湯をあびて
負傷した6人 (28.6%)，落下物による 4人 (19.0%)，
屋内での家具の転倒による 3人 (14.3%)である。
表16 浦河沖地震における重傷者の被害原因の内訳
要因 落 下 物 転倒物体の下敷
転倒 ・転落 火災 ・熱湯 ~ 言十
屋内 屋外 屋内 屋外
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 言十
o - 9 
10 - 19 
20 - 29 
30 ，_ 39 
40 --49 2 2 
50 --59 2 1 4 4 
60 --69 2 3 7 7 
70 -- 2 4 5 
言十 4 3 7 3 3 4 17 21 
， 
表17 浦河沖地震における軽傷者の被害原因の内訳
要因 落 下 物
転倒 ・転落 火災 ・熱J湯 1iラス その他 必E3L 計
屋 内 屋外
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o -9 9 3 4 13 6 19 
10 --19 3 2 2 2 6 4 10 
20 --29 4 5 2 6 3 6 6 17 17 34 
30 --39 7 5 3 4 2 7 17 24 
40 --49 3 3 2 4 2 6 10 16 
50 --59 7 2 3 3 7 12 19 
60 --69 5 2 9 1 
70 ，_ 3 3 2 3 7 6 13 
計 23 31 6 10 17 22 17 15 2 3 ，65 81 146 
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者である。そのほか，熱傷したものが 6人 (28.6%)， 
切傷と捻挫・挫傷したもの各2人 (9.5%)，胸部圧迫は
l人 (4.8%)である。軽傷者の場合には，打撲が一番
多く， 49人 (33.6%)である。その他切傷が44人 (30.1
%)，熱傷が39人 (26.7%)，裂傷9人 (6.2%)，その以
外のものが5人 (3.4%)とな っている。
日他:地震時の人的被害内訳
浦河沖地震における重傷者(北海道)の内容表18
1993年北海道南西沖地震7. 
22時17分発震日時 1993年7月12日
震源北海道南西沖
M7.8 
1993年7月12日 22時17分頃に，北海道南西沖での地
震の発生に伴って津波や山崩れ，延焼火災，地盤の液状
化などの二次災害も起り 震源域内にある奥尻島をはじ
めとして，北海道と東北地方に人的，物的とも甚大な被
害をもたらした。この地震における物的被害は，最終的
なものではないが， 1993年7月27日現在の統計13)による
と，家屋全壊棟数は558棟であり，この中には，奥尻島
で起った延焼火災により焼失した108棟と津波による多
数の流失家屋を含んでいる。半壊家屋は297棟である。
人的被害については，同年8月16日現在の統計J.1)によ
れば，死亡者201人，行方不明者33人，重傷者39人，軽
傷者197人にも達した。この被害規模は1950年の建築基
準法施行以後に発生した地震の内で最も大きい地震であ
る。犠牲者の多くは奥尻町に集中し，全人口4711人の島
において， 202人(内島外者23人)の死亡， または行方
不明となり，島民については3.8%の高い死亡 (行方不
明)者率となっている。奥尻町において身元を確認した
170人の死亡者に対する字別の死亡者率は表20にまとめ
マグニチュード
種別 熱傷 骨折 胸部圧迫 切断 捻挫挫傷 合計
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 5十
0.， 9 
10.， 19 
20""'" 29 
30.， 39 
40 ，_ 49 2 2 
50 ，_ 59 2 4 4 
60.， 69 3 2 7 7 
70.， 3 4 5 
計 3 3 9 2 2 4 17 21 
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浦河沖地震における軽傷者(北海道)の内容表19
種別 切傷 裂傷 熱傷 打撲 その他 合計
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 5十
0.， 9 4 7 3 13 6 19 
10 -19 4 2 2 6 4 10 
20，_ 29 6 10 2 6 3 2 3 17 17 34 
30""'" 39 3 5 3 2 9 7 17 24 
40，_ 49 2 4 4 3 2 6 10 16 
50.， 59 3 2 3 7 7 12 19 
60 .， 69 5 2 9 11 
70 -- 2 3 3 3 7 6 13 
言十 20 24 7 2 17 22 19 30 2 3 65 81 146 
fこ。
人的被害の具体的な原因については，負傷者に対する
詳細な被害原因の調査はまだ本格的に行っていないが，
死亡者に対しては190人 (234人の死亡者と行方不明者の
81.2%)，が判明した。具体的には表21にまとめた。
この地震における死亡者の特徴としては，津波による
被害者が圧倒的に多いことを挙げられる。被害原因が判
明した死亡者の190人の内で，津波によるものが164人で
あり， 86.4%を占めている。その内訳は，溺水によるも
のが133人，波に流されて漂流物にあたるなどして脳挫
傷，全身打撲，複雑骨折，失血などによる死亡者が26人
津波で倒壊した自宅の下敷きによる死亡者が5人となっ
ている。このような津波により大勢の犠牲者を発生させ
た原因は，津波波高が大きかったこと(最大津波高さ21
m，気象庁発表)のほかに，地震後4---7分程で襲って
きた津波の速さ，また夜間の地震で身支度に時間がかか
(9) 
軽傷者146人の内，落下物による負傷者は54人 (37.0
%)で最も多い。熱湯をあびて負傷した39人 (26.7%)
とガラスによるもの32人 (21.9%)も自に付く 。転倒・
転落によるもの16人 (11.0%)，ほかの原因で負傷した
のは5人 (3.4%)である。この地震における建物の全
壊の内容は，土台及び柱の損壊，建物が傾き壁に亀裂が
生じたもの等がほとんどであるため，負傷者の内に倒壊
家屋の下敷きによるものはなかった。また石塀・ブロ ッ
ク塀の倒壊による負傷者もなかったが， これは被災地域
である北海道には一般に石塀・ブロ ック塀が非常に少な
いという地域特性が作用したからと考えられる。被害者
の年齢区分から見れば，重傷者に占める割合が， 60才以
上の高齢者が12人で圧倒的に多し、。軽傷者の場合には，
子供と高齢者よりも中年層の方がやや多い。また，重傷
者と軽傷者のいずれも男性より女性の方が多く，特に重
傷者の内女性の被害者が81%である。被害を受けた場所
については，具体的に明らかになってないが，屋内で負
傷したものが多い傾向がうかがえる。これは日曜日の昼
前で， しかも悪天候のため多くの人が屋内にいたことに
よると思われる。負傷者の内容については，重傷者の場
合に，骨折したのは10人 (47.6%)，内半分以上が高齢
" 
?
?
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?
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? ?
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?
?
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表20 奥尻町における字別の死亡、行方不明者率*1
字名 世帯数
人 口*3 死亡者 行方不明者 5十 比率
男 女 言十 男 女 男 女 % 
稲穂 75 106 125 231 5 8 3 16 6.9 
4・
宮津 127 200 194 394 
球浦 56 87 85 172 2 3 1.7 
奥尻 615 812 807 1619 7 23 31 *2 1.9 
赤石 77 120 124 244 
湯浜本4 160 160 。160 
北部計 1110 1485 1335 2820 13 33 3 50 1.8 
松江 90 104 19 223 17 13 2 32 14.3 
富里 43 65 60 125 ， 0.8 
青苗 504 677 724 1401 41 46 12 9 108 7.7 
米岡 31 40 37 77 2 2 4 5.2 
湯浜*5 27 33 32 65 2 3.1 
南部計 695 919 972 1891 62 62 12 1 147 7.8 
合計 1805 2404 2307 4711 75 95 13 14 197 4.2 
* 1 :奥尻町における死亡者、行方不明者が202人で、ここで身元を確認できたのは197人である。
* 2 :その内に洋々荘の被害者22人(男性3入、女性19人)を含んでいる。
本 3:世帯数と人口数は平成5年 6月30日現在の数である。
* 4 :自衛隊営内
* 5 :神威脇、幌内
表21 1993年北海道南西沖地震における死亡者の被害原因の内訳(判明分)
要因 倒壊家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩填
火災 ・熱湯
ショック ・
津波 その{也 メC3k 計
振動 斜面・土砂崩壊 (屋外〉 発作
年齢 ・性男Ij 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 百十
O，._ 4 2 2 2 2 4 
5，._ 9 2 4 2 4 6 
10 ，._ 19 6 4 l本1 7 4 1 
20 ，._ 29 2 3 
30 ，._ 39 6 6 6 6 12 
40 ~ 49 8 9 9 1 20 
50 ，._ 59 6 15 17 17 23 40 
60 ，._ 69 2 4 23 19 25 24 49 
70 ，._ 3 l 17 22 20 25 45 
言十 4 15 3 80 84 89 101 190 I 
， 
、
、
崎、
* 1 :交通事故による死亡。
* 2 :津波により死亡した164人の内、津波で倒壊した自宅の下敷による死亡者5人、波に流されて漂流物にあたるな どした死
亡者26人 (脳挫傷、全身打撲、複雑骨折など)、その他は溺死である。
* 3 : 1993年 9月6日までの統計資料によれば、死亡者数201入、行方不明者33人であり、死亡原因が明らかになったのは上記
190人である。
* 4 :以上は北海道警察本部の1993年8月4日現在の資料によりまとめたものである。
、
• 
司E
¥ 
り， しかも地震の直後に停電で避難に支障をきたしたな
どのことが考えられる。山崩れによる死亡者は19人 (10
%)であり， この19人は全員山崩れにより埋められたホ
テル洋々荘の被害者である。そのほか， ショックによる
4人 (2.1%)，焼死者2人(1.0%)，また交通事故によ
るもの 1人 (0.5%)となっている。死亡者のほぼ半分
は60才以上の高齢者であるが， このことは，被害の中心
が離島であり，人口に占める高齢者の比率が比較的高かっ
たことが関係すると思われるが，基本的には今回のよう
な地震発生から津波来襲まで数分間しかなく，また地震
の直後に山崩れが起る場合に，体力と迅速な避難行動の
可否との関係で，高齢ほど危険性が高くなることを示唆
していると考える。死亡者の性別から見れば，男性の89
人に対して女性の方が101人で男性よりやや多いことを
示している。
¥ 
¥ 
¥ 
、
¥ 、
、
、
1 
1 
??
¥ 、?， ， ，?????
主
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沖地震，浦河沖地震， 1993年北海道南西沖地震の6地震
に対して，各地震における死亡者と負傷者の被害原因別，
性別，年齢別に検討を加えた。ここで上記各地震におけ
る死亡者，重傷者，軽傷者をそれぞれ被害原因別にまと
表22'"表24のとおり，また原因別の死亡者率と
死亡者の合計(新潟、 '68年十勝沖、宮城県沖、伊豆大島近海、 '93年北海道南西沖地震)
巴他:地震時の人的被害内訳
めると，
以上は比較的最近発生した地震で，原則として死亡原
因に加えて，重傷，軽傷の負傷原因の多くが判明した新
潟地震， 1968年十勝沖地震，伊豆大島近海地震，宮城県
表22
まとめ8. 
?
?
? ? ? ?
，
，
?
?
?，?
?? ?
、??
?
? ?
??? ? ?
?
?
要因 倒壊家屋下敷 (屋内)斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ブ 火災 ・ ショック
津波 その他 合計
振動 斜面・土砂崩墳 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 熱湯 -発作
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o ~ 9 3 3 2 2 . 6 3 4 6 18 14 32 
10 ~ 19 2 3 6 4 11 9 20 
20 ~ 29 2 2 5 2 4 13 17 
30 ~ 39 2 5 2 7 6 2 16 1 1 27 
40 ~ 49 2 2 2 4 2 2 9 10 18 19 37 
50 ~ 59 2 3 8 2 15 17 20 29 49 
60 ~ 69 3 2 5 3 3 2 2 2 23 20 32 38 70 
70 -- 2 3 6 5 2 2 3 17 22 25 40 65 
不明 2 2 2 
三十 7 8 11 25 18 26 3 10 12 3 8 8 84 86 4 2 146 173 319 
L一一ーー ーー一 一一
重傷者の合計(新潟、'68年十勝沖、宮城県沖、浦河沖)表23
』
要因 倒域家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ プ転倒 ・火災 ・ショック
衝突 その他 合計
(屋外) ロック塀 転落 熱湯 -発作
ガラス
振動 斜面・土砂崩壊 屋内 屋外場所不明 屋内 屋外
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o - 9 8 3 2 2 2 3 15 13 28 
10 ~ 19 2 2 5 9 . 
20 --29 2 3 4 2 2 3 10 12 221 
30 ，_ 39 3 2 4 6 3 9 21 301 
40 --49 2 2 5 3 10 14 24 
50 --59 3 2 2 2 3 12 2 4 13 28 41 
60 --69 2 5 3 17 3 30 33 
70 -- 5 4 22 5 35 40 
計 9 7 4 7 17 4 7 4 6 15 2 4 7 13 23 60 5 16 2 6 5 70 157 227 
軽傷者の合計(新潟、 '68年十勝沖、 宮城県沖、浦河沖)表24
.; 
要因 倒嬢家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・プ転倒 ・火災 ・ショックガ.ラス 衝突 その他 合計
(屋外) ロック塀 転落 熱湯 -発作振動 斜面・土砂崩墳 屋内 屋外場所不明 屋内 屋外
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 五十
o - 9 2 2 9 3 2 4 15 1 26 
10 --19 3 12 3 2 3 15 17 32 
20 --29 5 9 10 6 3 9 9 3 3 34 35 69 
30 --39 7 4 8 3 2 14 '22 36 
40 -.， 49 3 3 9 7 5 2 2 17 18 35 
50 -.， 59 7 4 6 2 3 3 4 2 1 25 36 
60 -.， 69 4 7 5 2 7 18 25 
70 -.， 3 3 2 2 3 8 8 16 
言十 5 3 3 13 2 23 31 4 34 42 17 23 21 19 6 8 9 6 121 154 275 
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家屋倒嫌斜面崩嫌夜下物転倒~体プロック 津波 火災熱湯ショックガラス 衝突 その他
被害原因
図 1 被害原因と死亡者率との関係
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図2 被害原因と重傷者率との関係
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図3 被害原因と軽傷者率との関係
重，軽傷者率は図 1---図3で示されている。以上を合計
した結果，また各地震ごとの検討によって，最近の地震
による人的被害の内訳は次のようにまとめられる。
か15人 (4.7%) しかなく，この種の被害は主な死亡原
因ではなくなってきたことがわかった。近年の地震にお
ける人的被害の全体像を分析してみれば，地震に伴って
大津波が発生した場合に，津波は最も主要な死亡原因と
なっている。 1960年のチリ地震津波よる死亡者は139人
であり， 1983年に発生した日本海中部地震においては，
まず，死t者については，福井地震以後に発生した地
震における死亡人数はそれ以前に比べるとはるかに減少
した。この原因のーっとして建築基準法の施行により建
築物の耐震性が向上したことが考えられる。本論文で検
討している死亡者を生じた5地震における死亡者の319
人の内，振動による倒壊家屋の下敷きによるものはわず
(12) 
104人の犠牲者の内， 100人が津波によるものであり，ま
た，記憶がまだなまなましい1993年北海道南西沖地震で
も津波による死亡者が全体のほぼ9割を占めているなど
， 
• 
‘ I • 
.， 
-80- 生活環境学
追究すること，および近年の地震においても多数発生し
ている負傷者の原因調査をさらに押し進めることか肝要
と考える。
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Summary 
Human casualties caused by earthquakes， espacialy the number of people who lost life on earth-
quake， have been quite decreased m recent years. However， with the development of mordemzatlOn and 
cltifizatlOn， the causes of human casualties become more complicate. Therefore mvers1tlgating into the 
causes of human casualtles on recent earthquakes lS fundamental to formulate new d1saster prevention 
plan. For this purpose， we investigated 6 earthquakes occured in recent thirty years: Nngata (1964): 
1968 Tokachi-Oki; Izu-Ohshima-Kinkm (1978); 1978 Miyagi-Ken-Oki; Urakawa-Oki (1982) and 1993 
Hokkaido-Nansei-Okl earthquakes. According to these 6 earthquakes the main causes of human casu-
altles are d1scussed. 
J 
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